
2024 年 8 月 17-18 日 日本で標高 50 番目の山 観音ヶ岳（鳳凰三山） 

 メンバー L 岩田（記録）小嶋 村中 児玉 森田 

 

 しらびそ山の会 50 周年記念登山第二弾。日本で標高 50 番目の

山観音ヶ岳に夏合宿として登った。前日に台風が関東をかすめ、

交通が滞っていることもあり、5:30 の夜叉神峠駐車場は空きスペ

ースがタップリ。これで今回の核心部はクリアー。 

 1 日目の行程は、南御室小屋までなので、ゆっくり進むもお昼

までに到着。今回は 5 人で 4,5 人用テント一張り。合宿っぽいで

すね～。テントを張り終えて、のんびりお昼寝タイム。（写真①） 

 2 日目朝 2 時に起床。テントが狭くあまり寝られなかった・・・。

朝食を済まし真っ暗な登山道で薬師岳を目指す。薬師岳山頂付近

で日の出。素晴らしい景色にテンションマックスで写真撮りまく

り。（写真②） 

 観音ヶ岳付近まで来ると富士山がかなとこ雲に覆われている。

（写真③）今日は積乱雲の立ち上がりが早いぞ～。早めに行動し

よう。観音ヶ岳で記念撮影、（写真④）目的は果たした。ここで引

き返しても良いのだけれど、みんなパワーがみなぎっており、予

定通り地蔵ヶ岳を目指す。 

 稜線ではホウオウシャジン（写真⑤）やタカネビランジ（写真

⑥）を登山道に見ながら、雲の上昇を気にして先を急ぐ。稜線の

上り下りに体力を奪われつつも地蔵ヶ岳・賽の河原からオベリス

クの直下へ。体力の余った高いところが好きなメンバーが上を目指す。（上まで登ったら降り

られないよ～）いいとこまで行って、あきらめて降りてくれた。（写真⑦）オベリスクの上は

装備を整えて登りましょうね。 

 さあ、後は夜叉神峠へ戻るのみ。と言いたいところだけど 2 日かけてきた道を戻らなければ

ならない・・・つらく長い道が続く。湧き上がる雲を心配しながら稜線を歩き、南御室小屋で

テントを撤収。休みもそこそこに夜叉神峠へ。くたくたになり登山口着。雨、降らなくて良か

った～。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真①テン場でお昼寝            写真②日の出時に既にテンションマックス 

【コースタイム】 

1 日目 

5:30 夜叉神峠登山口 

9:00 杖立峠 

11:00 苺平 

11:40 南御室小屋 

2 日目 

3:20 南御室小屋 

4:50 薬師岳小屋 

5:00 薬師岳 

5:40 観音岳 

7:30 地蔵ヶ岳 

9:10 観音岳 

9:45 薬師岳 

10:40 南御室小屋 

11:45 苺平 

13:00 杖立峠 

14:50 夜叉神峠登山口 

 



写真③富士山をかなとこ雲が覆う       写真④しらびそ 50 周年おめでとう！ 

 

写真⑤ホウオウシャジン           写真⑥タカネビランジ 

写真⑦オベリスク頂上はおあづけ 

 


